
今
後
の
八
潮
市
政
の
運
営
に
つ
い
て

22
番　

柳
澤　

功
一

２
番　

朝
田　

和
宏

11
番　

岡
部　

一
正

一般質問から

議
員
名
の
上
の
番
号
は
、

議
席
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

＊

19
番　

森
下　

純
三

9
番　

池
谷　

和
代

小
・
中
学
校
に
お
け
る
樹
木
の
管
理

に
つ
い
て

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に

つ
い
て

投
票
率
向
上
対
策
に
つ
い
て

税
の
延
滞
金
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

　

平
成
９
年
に
投
票
率
を
上
げ

る
た
め
に
投
票
立
会
人
に
新
成

人
を
採
用
し
て
は
、
と
提
案
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
推
移
や
募
集
の
仕
方

に
つ
い
て

　

20
歳
代
の
投
票
立
会
人
は
最

近
は
一
桁
台
で
す
。
今
は
選
挙

の
予
定
さ
れ
る
年
の
１
月
に
募
集
、

締
切
り
と
し
て
い
ま
す
が
、
次
回
か

ら
選
挙
毎
の
３
ヵ
月
前
か
ら
募
集
し

ま
す
。
な
お
、
終
了
後
に
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
て
感
想
を
聞
き
、
若

者
に
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

よ
う
取
組
み
ま
す
。

QA

　

昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
の

下
で
、
税
の
延
滞
金
に
か
か
る

利
息
が
年
率
14
・
６
％
と
高
い
た
め
、

税
の
支
払
い
に
苦
し
ん
で
い
る
納
税

者
の
切
実
な
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

税
の
延
滞
金
の
減
免
制
度
を
草
加
市

の
よ
う
に
設
け
ら
れ
な
い
か
伺
い
ま

す
。　

地
方
税
法
で
は
天
災
や
疾
病
、

事
業
の
休
止
・
廃
止
の
理
由
で

徴
収
猶
予
が
適
用
さ
れ
て
い
る
場
合

な
ど
減
免
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
潮
市
税
条
例
施
行
規
則
で
は
、
天

災
や
火
災
に
よ
り
業
務
上
必
要
な
設

備
が
滅
失
し
た
場
合
や
納
税
者
が
納

税
通
知
書
の
送
達
を
全
く
知
り
え
な

か
っ
た
場
合
な
ど
は
、
延
滞
金
を
減

免
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
延
滞

金
の
減
免
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
財
産
状
況
を
把
握
し
た
上
で
判

断
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
滞
納
処

分
で
き
る
財
産
が
な
い
場
合
や
、
生

活
困
窮
と
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
は
、

地
方
税
法
に
よ
り
本
税
の
み
な
ら
ず

延
滞
金
も
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
滞

納
処
分
の
執
行
停
止
を
適
用
で
き
る

か
に
つ
い
て
適
切
に
判
断
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
新
た
な
延
滞
金
の
減
免
制
度
を

設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

QＡ

　

多
田
市
長
の
任
期
も
一
年
を

切
っ
た
が
、
来
年
度
以
降
も
市

政
を
担
う
こ
と
を
期
待
し
た
い
が
考

え
を
。

　

三
期
目
の
立
候
補
に
際
し
、

品
格
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
八
潮

を
目
指
す
と
市
民
の
皆
様
に
約
束
し

た
各
種
事
業
等
、
九
割
以
上
は
、
す

で
に
達
成
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
長
就
任
以
来
、
本
市
悲

願
の
鉄
道
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」
の
開
業
や
「
国
民
体
育
大
会
彩

の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
」
の
開
催
、
新

消
防
庁
舎
の
建
設
、
小
中
一
貫
教
育

の
推
進
、
さ
ら
に
、
都
市
基
盤
の
整

備
、
景
観
、
環
境
、
防
災
や
福
祉
施

策
に
つ
い
て
も
着
実
な
成
果
が
見
え

る
と
と
も
に
、
「
自
治
基
本
条
例
」

や
「
み
ん
な
で
つ
く
る
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
の
制
定
な
ど
に
よ
り
、

五
十
年
、
百
年
後
に
も
誇
る
こ
と
の

で
き
る
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
道
筋

を
作
る
こ
と
が
で
き
、
私
に
与
え
ら

れ
た
役
割
は
全
う
し
た
と
思
っ
て
い

る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
よ

り
一
層
の
発
展
の
た
め
、
新
た
な
発

想
、
新
た
な
視
点
で
街
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
し
っ
か

り
と
将
来
を
見
据
え
る
こ
と
の
で
き

る
、
新
市
長
に
期
待
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

QＡ

　

こ
こ
数
年
、
市
内
の
小
・
中

学
校
に
あ
る
樹
木
（
高
木
）
が

数
多
く
伐
採
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
木

が
伐
採
さ
れ
見
通
し
が
良
く
な
っ
た

と
の
声
が
あ
る
一
方
で
、
貴
重
な
緑

が
失
わ
れ
て
い
る
と
の
声
を
お
聞
き

し
ま
す
。
そ
こ
で
下
記
の
３
点
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
①
平
成
23
年
度
、

平
成
24
年
度
、
そ
れ
ぞ
れ
伐
採
を
し

た
樹
木
の
本
数
に
つ
い
て
②
伐
採
を

す
る
理
由
に
つ
い
て
③
平
成
25
年
度

に
伐
採
を
予
定
し
て
い
る
樹
木
の
本

数
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
、
八
條
小
８
本
、

潮
止
小
５
本
、
大
曽
根
小
３
本
、

中
川
小
１
本
、
大
瀬
小
10
本
、
大
原

小
１
本
、
八
潮
中
４
本
、
大
原
中
10

本
、
計
42
本
。
平
成
24
年
度
、
八
條

小
18
本
、
八
幡
小
４
本
、
松
之
木
小

５
本
、
大
瀬
小
３
本
、
大
原
小
３
本
、

八
潮
中
４
本
、
合
計
37
本
。
②
台
風

な
ど
の
強
風
に
よ
り
倒
木
し
た
も
の

や
傾
い
て
倒
木
の
恐
れ
が
あ
る
も
の
、

ま
た
枯
れ
て
倒
木
の
恐
れ
の
あ
る
も

の
を
伐
採
③
潮
止
小
３
本
、
大
曽
根

小
10
本
、
松
之
木
小
３
本
、
大
瀬
小

１
本
、
合
計
17
本
の
伐
採
を
予
定
。

QＡ

　

第
５
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
で
実
施
検
討
さ
れ
て
い
る
「
介
護

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
の
検
討

状
況
は
？

　

埼
玉
県
が
平
成
24
年
２
月
に

同
制
度
を
実
施
し
て
い
る
状
況

を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
県

内
で
は
11
の
自
治
体
が
実
施
を
し
て

お
り
、
さ
い
た
ま
市
、
越
谷
市
、
吉

川
市
、
和
光
市
等
か
ら
情
報
収
集
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
収
集
し
た
情
報
を
元
に
本

市
が
導
入
し
た
場
合
に
お
け
る
課
題

等
を
抽
出
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
等

と
協
議
す
る
予
定
。
高
齢
者
の
方
々

が
社
会
参
加
や
地
域
に
貢
献
で
き
る

多
様
な
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
本
市

の
実
情
に
あ
っ
た
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
等
と
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

QＡ

　

平
成
24
年
第
4
回
定
例
会
の
一

般
質
問
は
、
12
月
17
日
、
18
日
、

19
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
13
人

の
議
員
が
41
項
目
の
質
問
事
項
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
求
め
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
各
議
員
の
主
な

質
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
見

解
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
、
2
月
下
旬

に
更
新
予
定
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成２5年（２０１3年）2月

4


